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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第36期
第１四半期
累計期間

第37期
第１四半期
累計期間

第36期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 (千円) 3,466,141 3,662,495 15,767,840

経常利益又は経常損失(△) (千円) △75,220 △65,382 173,335

四半期純損失(△)又は当期純利
益

(千円) △48,825 △44,599 96,232

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) 3,376 25,399 1,910

資本金 (千円) 1,180,897 1,180,897 1,180,897

発行済株式総数 (株) 13,034,660 13,034,660 13,034,660

純資産額 (千円) 3,614,688 3,580,211 3,776,326

総資産額 (千円) 8,617,862 8,592,139 8,862,239

１株当たり四半期純損失金額
(△)又は１株当たり当期純利益
金額

(円) △4.18 △3.79 8.20

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 5.00

自己資本比率 (％) 41.9 41.7 42.6
 

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．第36期第１四半期及び第37期第１四半期は、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１

株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．第36期は、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

アイエックス・ナレッジ株式会社(E04815)

四半期報告書

 2/14



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

   また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、４月の消費税率引き上げに伴うかけ込み需要の反動も和らぎつつ

あり、景気は緩やかな回復傾向を示してまいりました。

情報サービス市場におきましては、国内景気の復調を背景として、企業のＩＴ投資が金融業や公共分野を中心に

活発な動きが見られはじめております。

特に、クラウド・コンピューティングやビッグデータなどの新たな技術分野において、市場規模の拡大が期待さ

れ、より多様化する顧客ニーズへの対応が求められています。また、従来型のソフトウェア開発（受託開発）が市

場規模の縮小に向かう中で、顧客業務に対する知識や情報システムに関する提案力が、ますます重要性を高めてい

くものと考えられます。

このような状況において当社は、顧客の情報システムの最適化と効率化のニーズに対応するため、情報インフラ

サポートサービス関連部門を再編し、開発から保守・運用までのサービスを一貫して提供できる体制を強化すると

共に、新規顧客・新規案件の開拓や既存事業の水平展開による案件の獲得に積極的に取り組んでまいりました。

これにより、メガバンク向け次期システムや共済保険システムの開発案件など金融分野において受注が増加し、

ストレージなどの組込み開発案件も堅調に推移するなど、大規模かつ長期的な受注を獲得することができました。

また、精密機器、商社、鉄道などの分野においても実績を残しつつあります。

この結果、当第１四半期累計期間の業績につきましては、売上高は3,662百万円（前年同期比5.7％増）、利益面

では、営業損失82百万円（前年同期は86百万円の損失）、経常損失65百万円（前年同期は75百万円の損失）、四半

期純損益につきましては、損失44百万円（前年同期は48百万円の損失）を計上いたしました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ270百万円減少し8,592百万円となりました。これは主

に資産の部では「現金及び預金」の減少223百万円、「受取手形及び売掛金」の減少526百万円、「仕掛品」の増加

382百万円であり、負債の部では「賞与引当金」の減少200百万円、「退職給付引当金」の増加162百万円を反映した

ものであります。

また、純資産は、前事業年度末に比べ196百万円減少し3,580百万円となりました。これは主に「利益剰余金」の

減少207百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は、前事業年度末の42.6%から41.7%となっております。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,034,660 13,034,660
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
1,000株

計 13,034,660 13,034,660 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年４月１日～
平成26年６月30日

― 13,034,660 ― 1,180,897 ― 295,224
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

1,270,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

11,421,000
11,421 ―

単元未満株式
普通株式

343,660
― ―

発行済株式総数 13,034,660 ― ―

総株主の議決権 ― 11,421 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

アイエックス・ナレッジ
株式会社

東京都港区海岸三丁目
22番23号

1,270,000 ― 1,270,000 9.74

計 ― 1,270,000 ― 1,270,000 9.74
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成26年４月１日から平成26年

６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,244,035 3,020,791

  受取手形及び売掛金 2,546,413 2,019,816

  商品 - 331

  仕掛品 382,575 764,828

  繰延税金資産 337,651 360,954

  関係会社短期貸付金 10,000 10,000

  その他 177,340 175,466

  流動資産合計 6,698,016 6,352,188

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 121,084 117,625

   車両運搬具及び工具器具備品（純額） 62,116 73,966

   土地 116,992 116,992

   リース資産（純額） 15,533 14,637

   建設仮勘定 10,555 -

   有形固定資産合計 326,282 323,222

  無形固定資産   

   ソフトウエア 59,961 66,169

   その他 17,609 16,884

   無形固定資産合計 77,570 83,053

  投資その他の資産   

   投資有価証券 741,366 763,220

   繰延税金資産 774,944 826,276

   その他 244,057 244,177

   投資その他の資産合計 1,760,369 1,833,674

  固定資産合計 2,164,222 2,239,950

 資産合計 8,862,239 8,592,139
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 532,709 479,279

  短期借入金 50,000 -

  1年内返済予定の長期借入金 378,800 337,167

  未払金 324,727 354,624

  リース債務 3,580 3,581

  未払法人税等 57,412 8,441

  賞与引当金 588,966 388,209

  受注損失引当金 335,039 300,460

  その他 171,240 443,926

  流動負債合計 2,442,475 2,315,689

 固定負債   

  長期借入金 201,472 143,306

  リース債務 11,958 11,062

  退職給付引当金 2,131,954 2,294,825

  資産除去債務 62,500 62,824

  長期未払金 235,043 183,710

  長期預り敷金 509 509

  固定負債合計 2,643,437 2,696,238

 負債合計 5,085,912 5,011,927

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,180,897 1,180,897

  資本剰余金 1,859,565 1,859,565

  利益剰余金 960,188 752,490

  自己株式 △323,088 △323,088

  株主資本合計 3,677,562 3,469,863

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 98,763 110,348

  評価・換算差額等合計 98,763 110,348

 純資産合計 3,776,326 3,580,211

負債純資産合計 8,862,239 8,592,139
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 3,466,141 3,662,495

売上原価 2,965,065 3,089,740

売上総利益 501,076 572,755

販売費及び一般管理費 587,754 654,772

営業損失（△） △86,678 △82,016

営業外収益   

 受取利息 155 945

 受取配当金 7,866 15,857

 その他 6,343 2,325

 営業外収益合計 14,366 19,129

営業外費用   

 支払利息 2,747 1,516

 雑損失 160 979

 営業外費用合計 2,908 2,495

経常損失（△） △75,220 △65,382

特別利益   

 会員権売却益 89 -

 特別利益合計 89 -

特別損失   

 固定資産廃棄損 68 -

 会員権評価損 40 -

 特別損失合計 108 -

税引前四半期純損失（△） △75,239 △65,382

法人税等 △26,414 △20,783

四半期純損失（△） △48,825 △44,599
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【注記事項】

（会計方針の変更）

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て当第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属

方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に

基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用す

る方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

この結果、当第１四半期会計期間の期首の退職給付引当金が162,026千円増加し、利益剰余金が104,280千円減少

しております。また、当第１四半期累計期間の営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失はそれぞれ2,542千円減

少しております。

 
(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 24,611千円 19,681千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 58,351 5 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金
 

 

当第１四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 58,818 5 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金
 

 

EDINET提出書類

アイエックス・ナレッジ株式会社(E04815)

四半期報告書

11/14



 

(持分法損益等)

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

関連会社に対する投資の金額 43,000千円 43,000千円

持分法を適用した場合の投資の金額 158,371 183,771
 

　

 
前第１四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

持分法を適用した場合の投資利益の金額 3,376千円 25,399千円
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、情報サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 △4円18銭 △3円79銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純損失金額(千円) △48,825 △44,599

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る四半期純損失金額(千円) △48,825 △44,599

 普通株式の期中平均株式数(千株) 11,669 11,763
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年８月７日

アイエックス・ナレッジ株式会社

取締役会 御中

　

有限責任 あずさ監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   古   山   和   則   印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   高   野   浩 一 郎   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアイエックス・

ナレッジ株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第37期事業年度の第１四半期会計期間(平成26年４月

１日から平成26年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アイエックス・ナレッジ株式会社の平成26年６月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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